
 

 

令和４年度は、史跡古津八幡山 弥生の丘展示館

で企画展を２回開催した（企画展１・２）。なお、

企画展２については新潟市新津美術館との共催事

業として開催した。 

また、企画展２の会期中、外部から講師をお招き

するなどし、新潟市新津美術館の市民ギャラリー

とレクチャールームにおいて関連講演会（第１章

に収録）を２回実施したほか、市文化財センター企

画展担当職員による展示解説を行った。講演会は

新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、会場

の定員を減らしたほか、オンラインでの配信を行

った。 

各講演会では参加者を対象にアンケートを実施

した。アンケート結果については（２）に収録して

いる。 

以下、企画展及び関連講演会の概要と、関連講演

会のアンケート結果などについて記す。 

 

（１）令和４年度「史跡古津八幡山 弥生の丘展示

館」企画展の概要  

企画展１ 「古津八幡山遺跡発掘調査速報展 

－令和３年度の発掘調査成果－」        

開催期間 令和４年４月22日（金）～９月４日（日） 

会場  史跡古津八幡山 弥生の丘展示館 

概要 史跡古津八幡山遺跡では、史跡をより適切

に保存・活用していくため、史跡外における遺跡の

さらなる状況把握を目的とした発掘調査を行って

いる。 

令和３年度は標高約 25ｍの史跡指定地外の丘陵

中腹域において発掘調査を行い、古津八幡山遺跡

で最大となる方形周溝墓や、竪穴住居などが確認

された。方形周溝墓の内部からは３基の埋葬施設

が確認され、周溝からは供献土器と考えられる甕

やガラス玉が出土した。また、竪穴住居は弥生時代

後期の建物で、弥生時代後期にも丘陵中腹域が利

用されていることが明らかになった。 

企画展では方形周溝墓や竪穴住居から出土した

土器やガラス玉など約 300 点の資料のほか、調査

写真やイラストなどを展示し、令和３年度の調査

成果について速報展示を行った。 

展示解説 令和４年７月24日（日）13:30～  

市文化財センター職員 

 

企画展２ 「古津八幡山遺跡の過去・現在・未来」           

開催期間 令和４年９月13日（火）～ 

令和５年３月12日（日） 

会  場 史跡古津八幡山 弥生の丘展示館 

概  要 古津八幡山遺跡発見から35周年、弥生

の丘展示館開館10周年、さらには新津美術館開館

25 周年を記念し、隣接施設である新潟市新津美術

館と共催した企画展である。 

これまでの古津八幡山遺跡の発掘調査や史跡整

備の歩み、弥生の丘展示館での活用事業等につい

て振り返ったうえで、今後の展望や課題なども示

した。 

展示資料は、古津八幡山遺跡の発掘調査で出土

した土器や石器、金属製品、玉類などのほか、遺跡

の保存運動や史跡指定関連の書類、弥生の丘展示

館で過去に実施したイベントや体験の写真や作品、

さらには開館からこれまでに実施した企画展やシ

ンポジウムなどのチラシやポスターを展示した。

なお、会期中に１回展示替えを行い、令和４年度の

発掘調査成果についても紹介した。 

関連講演会は、県あるいは国の担当者として古

津八幡山遺跡の発見や保存、史跡指定などに関わ

られた坂井秀弥氏（新潟市歴史博物館館長・奈良大

学名誉教授）からご講演頂いた。 

展示解説 令和４年11月20日（日）15:45～ 

令和５年 ２月 ５日（日）15:45～  

市文化財センター職員 

第２章 企画展の概要と 
        企画展関連講演会アンケート結果 
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企画展関連講演会（第１回） 

演題 ここまでわかった！古津八幡山遺跡 

－最新の調査成果を交えて－ 

演者 相田 泰臣（市文化財センター学芸員） 

日時 令和４年11月20日（日）13:30～15:30  

会場 新潟市新津美術館市民ギャラリー 

人数 25 名（会場17名・オンライン配信８名） 

企画展２関連講演会（第２回） 

演題 新津の山に大きな遺跡と古墳があった！ 

－歴史を変えた古津八幡山遺跡－ 

演者 坂井 秀弥氏（新潟市歴史博物館館長・ 

奈良大学名誉教授）  

日時 令和５年２月５日（日）13:30～15:30  

会場 新潟市新津美術館レクチャールーム  

人数 93名（会場58名・オンライン配信35名） 

企画展１ポスター 

企画展２ポスター 

（２）企画展関連講演会アンケート結果 

アンケートは各講演会ごとに実施した（61 頁）。

２回分の講演会のアンケート結果を合計した表・

グラフは60頁に掲載した。なお、過去のアンケー

トで展示会場周辺での講演会開催の要望を頂いて

いたが、今回、いずれも展示会場に隣接する新津美

術館で開催することができた。 

また、２回とも会場の他にオンライン配信によ

る聴講も行っており、オンライン配信での聴講は

２回合わせて118名中43名であった。オンライン

配信の聴講者にはアンケート調査を実施していな

いため、本結果には含まれていない。今後はオンラ

インでの聴講者にもアンケートを実施する方向で

検討したい。 

年齢 講演会参加者の年齢構成は、70 代が最も多

く、次いで60代、50代と続く。これまで同様、若

年層の参加が少ない傾向にある。 

住まい 前年度同様、市外・県外からの会場参加者

数は少ない状況が続いている。一方、オンライン配
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アンケート用紙（表・裏） 

信では市外・県外の参加者数は比較的多い。 

市内の参加者については、展示会場、講演会場で

ある秋葉区の参加者が４割近くと最も多かった。 

交通手段 交通手段はこれまで同様、圧倒的に自

家用車が多いが、会場が新津美術館であったこと

から電車、バスを利用しての参加者もみられた。 

情報入手先 ポスター・チラシと市報で全体の半

数以上を占める。前年度に比べポスター・チラシの

割合が急増しており、新型コロナウイルス対策の

変化とともに、外出機会が増加したことと関係す

ると思われる。 

次いでインターネット、新潟県が作成している

パンフレット「まいぶんナビ」が続き、従来どおり

一定の割合を占める。 

講演会について 講演会や講演会場については概

ね好評であった。当日配布資料については、見や

すくなるように従来よりも大きめに作成・印刷し

たこともあり大変満足とのご意見を複数頂いた。 

 以下、頂戴したおもなご意見などを箇条書きで

提示し、今後の検討・改善などに活かしたい。 

（第１回） 

・地元に居ながら知らなかったことが多くあり、興

味深く聴講した。 

・木槨構造の埋葬施設が見つかったというのは興

味深い。最近の調査で丘陵中腹域の利用がだいぶ

明らかになってきた。 

・資料が充実しており、文字サイズが大きくて読

みやすかった。 

（第２回） 

・調査に携わった坂井先生の当時の思い、葛藤が

よく伝わり、大変良いお話だった。保存への取り

組み、地元の熱意、関係者の努力の話にとても感

動した。そんな思いを考えながら改めて現場に行

ってみたい。 

・分かりやすく、新たな知見が数多くあり勉強に

なった。遺跡保存、活用に至る史的背景まで説明

される格調高い、丁寧なお話が素晴らしかった。 

・新津が北と西との重要な中継点、結節点である

ことが良く分かった。 

・資料がカラーで美しく、見やすくて満足。 

希望するイベント・講演会、その他意見

・秋葉丘陵の歴史、地質、役割をさまざまな角度か

ら学習したい。 

・実家近くの三条市保内三王山古墳関係の講演。

・引き続き周辺施設と連携をして、遺跡や展示館の

PRをしていって欲しい。 

・周辺施設と共催した催し物を多くやって欲しい。 

・発掘作業の体験をしたい。 
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